





































                                                                  
1 杉尾宏編著『教育コミュニケーション論：「関わり」から教育を問い直す』北大路書
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2.1.  S.R.ランガナタン（Shiyali Ramamlita Ranganathan,1892-1972） 
インド・マドラス州（現タミルナドゥ州）出身の数学者・図書館学者。1931





2.2. 『分類とコミュニケーション（Classification and Communication）』
について 










Classification）』、『図書館分類学序説（Prolegomena to Library Classification）』、
『図書館目録（Library Catalogue）』、『図書館分類の哲学（Philosophy of Library 






・藤川正信「コロン分類法について」『薬学図書館』4(1), 1959, pp.384-386. 
                                                                  
3 緑川信之「ランガナータンにおけるファセット概念の展開」『Library and Information 


















セット概念」『Library and information science』71, 2014, pp.1-25. 
・緑川信之「ランガナータンによるファセット概念導入の意義」『TP&D フォ




本書は、次の 3 部によって構成されている。 
・第 1 部「分類とその進化（Classification and its Evolution）」 
・第 2 部「コミュニケーション（Communication）」 
・第 3 部「分類 とその未来（Classification and its Future）」 
 


















限の知識宇宙（the universe of knowledge）を仕分け、数字を使って序列づけ
するものなので、図書館分類を考えるには、高度な抽象力を必要とする。そ
して具体例として米国議会分類法（Library Congress Classification）, 十進分類







































3.4. 第 3 部「分類とその未来」 
このパートの主な内容は、コミュニケーションの型の図式化とコロン分類

















































                                                                  
5 Ranganathan, Classification and Communication, 1951, p.123. 
6 Ibid. p.125. 
7 Ibid. 



































                                                                  
9 Ranganathan, Classification and Communication, 1951, p.13. 

































                                                                  
11 Ibid. p.182. 
12 H.G.Wells, Men like Gods, Cassel, 1923, 304 p. 


































図 2. 外部記憶装置（印刷文）によるコミュニケーション 
                                                                  
14 Ibid. p.159. 












もランガナタンは言及している。それが「分類」である。図 2 の J から Z に























































	 	 →101 哲学理論、102 哲学史、103 参考図書、104 論文集. 評論集. 講演 
集・・・ 
110	 哲学各論 
→111 形而上学. 存在論、112 自然哲学. 宇宙論、113 人生観. 世界観・・・ 
120	 東洋思想 
→121 日本思想、122 中国思想. 中国哲学、123 経書、124 先秦思想. 諸
子百家・・・ 
                                                                  



























                                                                  
17 「『コロン分類法』Colon Classification（CC。初版 1933）は主題の構成単位要表（フ
ァセット facet）をつなぐ分析・合成の手法であった。」藤野幸雄, 「図書館分類」, 『日
本 大 百 科 全 書 （ ニ ッ ポ ニ カ ）』 , <http://japanknowledge.com/lib/ 
display/?kw=%E5%9B%B3%E6%9B%B8%E5%88%86%E9%A1%9E%E6%B3%95&lid
=1001000170203>（参照 2016-11-30）. 
18 板寺一太郎「コロン分類法の特徴とその批判」『図書館界』14(1), 1962, p.33.	 によ
ると「機能」と訳される。 
19 同上によると「基本的性格」と訳される。 

































                                                                  
21 S.R.ランガナタン著 ; 竹内悊解説 『図書館の歩む道：ランガナタン博士の五法則に
学ぶ』日本図書館協会, 2010.4, p.37. 
22 Ranganathan, Classification and Communication, 1951, p.179. 
23 Ibid. p.180. Reference Service, 2nd.ed. (1961), p.174 では前者を comprehender-dependant、















図 1～図 3 は、情報学における情報伝達の構図を模していると考えられる。
特に情報伝達の線形モデルの始祖であるシャノンとウィーバーのモデル















                                                                  
24 Ibid. p.139. 
25  Claude E. Shannon; Warren Weaver. The mathematical theory of communication. 
University of Illinois Press, 1949, p.5. 邦訳は次から取った。 
	 クロード・E.シャノン, ワレン・ウィーバー著 ; 植松友彦訳『通信の数学的理論』


































                                                                  
26 Ranganathan, Classification and Communication, 1951, pp.26-28. 
27 拙稿「S.R.ランガナタン『余暇のための教育(Education for Leisure）』に見られる教育


































                                                                  





























しかし本書は、1951 年に刊行された後、ランガナタンが没する 1972 年まで
に特に手が加えられなかったことを考えると、本書の主張を深化させる方向
にならなかったこと、更に言えば本書での情熱が変化していったのではない
かと考えている。機会があればこの点について、一層論考を深めたい。 
 
